
災
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

協
議
内
容
は
校
名
、
校
歌
、
校
章

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
で
あ
る
。
総
務
部
会
よ
り
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
具
体
的
内
容
が
示
さ
れ

た
。
原
案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
る
。

児
童
・
生
徒
は
学
校
で
回
答
。
保
護

者
は
、
家
庭
で
回
答
し
、
児
童
・
生

徒
を
通
じ
て
学
校
に
届
け
る
こ
と
と

し
、
夏
休
み
前
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

★
令
和
元
年
度

末
崎
町
内

地
域
対
抗
野
球
大
会

主

催

末
崎
体
育
協
会

共

催

末
崎
地
区
公
民
館

主

管

末
崎
体
育
協
会
野
球
部

会

期月

日
（
水
）

※
雨
天
順
延

8

14
開
会
式

大
船
渡
市
営
球
場

午
前

時

分
開
始
予
定

8

30

回
戦
か
ら

回
戦

1

2

月

日
（
木
）

8

15回
戦
以
降
決
勝
ま
で

3月

日
（
金
）
予
備
日

8

16

会

場
大
船
渡
市
営
球
場
・
末
崎
中
学
校
校
庭

選
手
制
限

①

才
以
上
の
選
手
が
常
時

名

50

2

以
上
出
場
し
て
い
る
こ
と

②
投
手
は

才
以
上
の
人
に
限
る

35

③

才
未
満
の
出
場
は
常
時

名

20

2

以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
試
合

直
前
ま
で
人
数
が
集
ま
ら
な
い

場
合
は
、
対
抗
チ
ー
ム
の
承
諾

を
得
た
場
合
に
限
り

名
を
上

3

限
に
出
場
を
認
め
る

④
選
手
は
、
末
崎
町
内
在
住
者
又

は
末
崎
町
出
身
者
で
あ
る
こ
と

表

彰
①
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
杯
を
授

与
す
る

②

位
～

位
ま
で
は
賞
状
を
授

1

3

与
す
る

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

8

10
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

＊

月
は
お
休
み
と
致
し
ま
す
。

8

１
．

サ
ロ
ン
の
効
果
は
、
主
に
つ
ぎ

の

点
で
あ
る
。

3
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
（
認
知
症

（1）

予
防
、
体
力
減
退
予
防
、
ス
ト

レ
ス
解
消
等
）
、
生
き
が
い
づ
く

り
（
好
き
な
裁
縫
や
絵
手
紙
な

ど
の
趣
味
や
料
理
を
作
っ
て
皆

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
等
）

地
域
の
つ
な
が
り
再
構
築
（
地

（2）

域
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
間
関
係
が
よ
り
よ
く

な
る
）

安
否
確
認
の
場
（
近
所
の
困
っ

（3）

て
い
る
人
の
見
守
り
に
な
る
）

２
．
サ
ロ
ン
開
催
の
流
れ
と
運
営
上

の
ポ
イ
ン
ト

仲
間
集
め

（1）

参
加
者
は
役
職
に
こ
だ
わ
ら
な

い
こ
と
。
世
話
焼
き
さ
ん
が
い

る
と
良
い
。
口
コ
ミ
で
サ
ロ
ン

開
催
を
伝
え
る
。

対
象
者
の
設
定

（2）

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
よ
る
。
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち
に

声
を
か
け
る
と
き
は
、
夏
・
冬

休
み
に
。

会
場
探
し

（3）

歩
い
て
集
ま
れ
る
所
が
望
ま
し

い
。
継
続
し
て
実
施
で
き
る
所

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
は
、
6

月

日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
お

24
い
て
、
各
地
域
公
民
館
よ
り
館
長
、

婦
人
部
ま
た
は
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
高
齢
者
が
地

域
に
お
い
て
元
気
に
、
か
つ
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
民
と
交
流
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築

い
て
い
く
「
サ
ロ
ン
」
の
開
催
と
運

営
に
つ
い
て
、
大
船
渡
市
社
会
福
祉

協
議
会
生
活
福
祉
課
係
長
伊
藤
勉
氏

を
講
師
に
招
き
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

同
氏
は
、
は
じ
め
に
サ
ロ
ン
は
「
気

軽
に
・
無
理
な
く
・
楽
し
く
実
践
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
す
べ
き
と
話
さ
れ
た
。

サ
ロ
ン
と
は
、
身
近
な
地
域
の
人
た

ち
が
集
い
、
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
気
軽
な
「
た
ま
り
場
」
の
こ

と
だ
。
大
船
渡
市
内
に
は
、

を
超

80

え
る
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
様
々
な
場
所

で
月

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
て

1

い
る
。
も
と
も
と
高
齢
者
を
対
象
に

広
が
っ
た
サ
ロ
ン
だ
が
、
対
象
を
決

め
な
い
複
合
型
の
サ
ロ
ン
へ
と
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
サ
ロ
ン
は
ど
う
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
効

果
と
運
営
上
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
列
挙
し
た
。

 

末崎町の石碑・祠・神社(24)
観音様について ～ その 1

(1) 観音様とは
観音様とは、一般的には聖観音菩薩(しょうかんのん・せいか

んのん)のことを言いますが、広くは、千手観音菩薩、十一面観
音菩薩等の七観音の外に 33 の姿があると言われる観音菩薩全部
をさすこともあります。そして菩薩とは、上に向っては自らの悟
りを求め、下に向っては生きとし生けるものを導く(上求菩提・
下化衆生―じょうぐぼだい・げけしゅじょう)ために修行に励ん
でいるのが菩薩様です。また、現世の苦しみを救うのも菩薩様で
す。既にすべての悟りを得た如来様の次の位が菩薩様です。
聖観音菩薩のことを、観音菩薩・観世音菩薩・観自在菩薩とも

いいます。
(2) 33観音とは
観音様の像容は、33 あると言われています。観音様を観世音

菩薩ともいいますが、これは人々を救うために常に「世の音を観
じ」苦しみや悩みを察知し、その人のために一番役に立つ姿・形
で目の前に現れたのが 33観音です。

33 札所めぐりという言葉をよく聞く事があると思いますが、
全国的に有名なの
は、西国 33 観音・
坂東 33 観音・秩父
34 観音です。狭い
地域にもそれぞれあ
りますが、この地域
では奥州 33 観音、
気仙 33 観音です。
ただし、「33 札所め
ぐり」は、33 の姿
の観音様をめぐるの
ではなく、ほとんど
が七観音を中心とし
た観音様を 33 箇所
めぐるということの
ようです。
東日本大震災後

は、亡くなった人々
の慰霊のため 33 札
所めぐりが多くなっ
たと聞いています。
(紀)

えさし郷土文化館に展示されて
いる、元稲子沢家の聖観音坐像

心
配
な
と
き
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
生
活
支
援
相
談
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
の
で
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

実
に
有
意
義
な
勉
強
会
に
な
っ
た
。

早
々
に
各
地
域
に
お
い
て
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

大
船
渡
中
学
校
と
末
崎
中
学
校
の
学

校
統
合
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

第

回
学
校
統
合
推
進
協
議
会

1令
和
元
年
度
第

回
大
船
渡
・
末

1

崎
地
区
学
校
統
合
推
進
協
議
会
は
6

月

日
、
大
船
渡
市
防
災
観
光
交
流

7
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
学
校
統
合
合
同
協
議

会
と
し
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

統
合
を
よ
り
は
や
く
前
に
進
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
学
校
統
合
推
進
協

議
会
と
し
た
。
初
会
合
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
でPTA

役
員
が
改
選

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
委
員
も
新
し
い

顔
ぶ
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
校
長
が
委
員
と
な
っ
た
。

統
合
を
着
実
に
前
に
進
め
る
た
め

に
、
推
進
協
議
会
へ
提
出
す
る
事
項
の

原
案
づ
く
り
な
ど
の
作
業
部
会
と
な

る
、
総
務
部
会
を
設
置
し
、
各
地
区
5

名
ず
つ
の
計

名
の
委
員
を
選
ん
だ
。

10

つ
ぎ
に
、
校
名
、
校
歌
、
校
章
に
つ
い

て
、
生
徒
、
保
護
者
の
意
向
を
把
握
す
る

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

多
さ
に
よ
り
そ
の
方
向
性
を
決
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
参
考
資
料
と
す
る
こ

と
で
了
承
。
対
象
は
小
学
校

・
5

6

年
生
と
そ
の
保
護
者
。
中
学
生

は

年

か

ら

年

ま

で

の

全

生

徒

1

3

と
そ
の
保
護
者
と
し
た
。

ア

ン

ケ

ー

ト

の

内

容

に

つ

い

て

は

、

総

務

部

会

で

検

討

す

る

こ

と
と
し
た
。

第

回
学
校
統
合
推
進
協
議
会

2令

和

元

年

度

第

回

大

船

渡

2

・

末

崎

地

区

学

校

統

合

推

進

協

議
会
が

月

日
、
大
船
渡
市
防

7

16

学
校
統
合
の
今

が
望
ま
し
い
。

活
動
内
容
を
決
め
る

（4）

と
に
か
く
楽
し
め
れ
ば
い
い
。

楽
し
む
こ
と
。
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ
な
い
。
毎
回
変
え
な
い
。

開
催
回
数

（5）

月

回
だ
と
待
っ
て
い
る
状
態
。

1
毎
週
だ
と
開
催
す
る
側
が
負
担
に

な
る
。
初
め
か
ら
無
理
な
設
定
は

し
な
い
。

活
動
費
の
確
保

（6）

接
待
型
に
な
ら
な
い
よ
う
に
1

回
に
つ
き

円
程
度
出
し
て

1
0
0

も
ら
う
方
が
よ
い
。
自
分
で
作
っ

た
も
の
を
持
ち
寄
る
方
が
よ
い
。

ま
た
、
色
々
な
機
関
か
ら
の
支
援

も
あ
る
の
で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

参
加
者
の
募
集

（7）

チ
ラ
シ
や
回
覧
板
も
あ
る
が
、

口
コ
ミ
が
よ
い
。
知
っ
て
い
る
人

か
ら
誘
わ
れ
る
と
参
加
率
が
高
く

な
る
。

な
ど
、
具
体
的
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
、
各
地
域
と
も
開
催
し
な
が

ら
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
サ
ロ
ン
に
し

て
い
け
ば
い
い
。
人
は
集
め
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
ど
う
進
め
れ
ば
い
い
か
等
、

サ
ロ
ン
勉
強
会
開
催
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